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Ａ．目的 

 

近年、保健所や精神保健福祉センター（以

下、センター）において、ひきこもり者の精神保

健相談が大きな課題となっている。ひきこもり

の背景には様々な要因が存在している。本研

究では、保健所における、ひきこもり相談状況、

今後の課題、センターとの連携等について、

全保健所を対象にアンケート調査を実施する

とともに、センターにおけるひきこり支援センタ

ー等の設置状況の調査を行った。 

Ｂ．方法 

 

１）保健所調査 

全国保健所長会に調査協力依頼をしたう

えで、各センターから所管域の保健所へ添

付ファイル（調査票）をメールで送信、各保健

所からメールで回答を得た。実施期間は、平

成 28 年 11 月 7 日～21 日であり、全国 480

保健所（特別区を含む）を対象とし、有効回

収数：353 保健所、有効回収率：73.5％であ

った。 
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２）精神保健福祉センター調査 

全国 69 センターを対象に、添付ファイル

（調査票）をメールで送信、メールで回答を得

た。 

 

３）先進地事例調査 

保健所と精神保健福祉センターが連携を

持ちながら、ひきこもり支援を行っている先進

地事例について、聞き取り、資料の収集など

を行った。 

 
Ｃ．結果 

 

1)保健所調査 

①精神保健福祉業務（保健所主催のもの） 
状況把握、調査研究を行っているのは、「実

施している」「今後、実施予定・検討有り」を合

わせると 13.3%であり、関係者の連絡会を行っ

ているのは 22.4%であった。講演会等の開催は

19.3%、本人を対象とした心理教育、健康教育

等の開催は 5.9%、家族会、家族教室の開催は

34.3%であった。保健所職員による面接相談は、

「ある程度できている」と 4 分の 3 が回答してい

る一方で、継続相談では半数と難しい状況に

ある。 

②ひきこもりに関する保健所の他団体との連

携 
1.7%が当事者グループと、5.1%が家族会とよ

く連携し、家族教室への講師や連絡会等への

参加、相談などの紹介を行っている。 

他団体との連携先として、管内区市町村、

保健センターが 37.4%ともっとも高く、この他、

センター、専門的な治療を行う医療機関、自

立相談支援機関、ひきこもり地域支援センター

などがある。障害者相談支援機関、地域包括

支援センターなどとも連携がとられている。 

③保健所のひきこもり支援の現状と課題 
 対応できる職員数は、3 分の 2 が不足してい

ると回答し、専門的知識・技術に関しても、3 分

の 2 が不足していると回答している。ひきこもり

者への支援の必要性は、97.2%が感じ、この 2

年間、本人・家族の相談は、23.8%が増加、

58.9%が同じと回答し、今後とも、増加、もしくは、

同様の状態が続くと考えられる。この 2 年間、

関係機関（市町村等）からのひきこもりに関す

る相談も、増加、同様の傾向が続いている。 

今後の課題として長期化、本人や家族の高

齢化による問題の表面化、不登校児童・生徒

がひきこもりになっていく可能性などの意見が

多く認められる。 

④ひきこもりの相談の現状と課題 
半数以上が、複雑な事例、対応困難な事例

が増えてきていると回答し、3 分の 2 が、今後も、

同様の事例が増えてくると回答している。課題

として、「経済的な問題・将来への不安」「家族

亡き後が心配、自立できない」など、本人や家

族の高齢化に伴って生じることの一方で、「本

人と会うことができない、本人への支援が困難」

「家庭内暴力・暴言、近隣とのトラブル」など、

支援や関わりの難しさや、社会資源の不足、

背景にある発達障害や強迫性障害などへの

関わりが難しいなどの課題もあげられる。 

71.7%が、発達障害が背景にある事例が多

いと感じ、85.6%が、ひきこもり支援に関する、

85.6%が、成人の発達障害支援に関するスキ

ルアップが重要と回答している。 

⑤精神保健福祉センターとの連携 
センターが主催する研修会、連絡会等への

参加、事例に関してのセンターへの相談や紹

介などが行われている。  

 

２)精神保健福祉センター調査 
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全国センター69 か所中、58.0%がひきこもり

地域支援センターを併設、5.8%が発達障害者

支援センターを併設している。 

 

３）先進地事例調査 

 今回、8 か所を対象とし、聞き取りを行った。 

 

Ｄ．考察 

 

ひきこもり相談等に関するアンケート調査を

全保健所、センターを対象に行った。2 割近い

保健所で、連絡会や講演会の主催が行われ、

3 分の 1 が家族会、家族教室の主催を行って

いる。本人支援が難しいひきこもりでは、家族

支援も重要である。管内区市町村、保健セン

ターとの連携も高く、ひきこもりの問題が、市町

村、保健センターにおいて、大きな課題となっ

てきているものと考えられ、今後とも、市町村へ

の支援も重要である。 

ひきこもり支援では、マンパワーの不足に加

えて、専門的な知識や技術の獲得も大きな課

題と考えられる。今後、長期化、本人や家族の

高齢化による問題の表面化、不登校児童・生

徒がひきこもりになっていく可能性などの意見

も多く認められる。また、複雑な事例、対応困

難な事例が今後も増えてくると考えられ、本人

や家族の高齢化に伴う経済・自立問題、支援

や関わりの難しさや、社会資源の不足、背景

にある発達障害への対応もあり、今後、ひきこ

もり支援、成人の発達障害支援に関するスキ

ルアップが課題であり、保健所及びセンターの

専門的な技術の向上、相談連携体制の充実

が求められる。 

 
Ｅ．結論 

 

ひきこもり相談は、増加傾向にあり、より複雑

化、多様化し、保健所及びセンターにも、より

専門的な技術の向上、相談連携体制をはじめ

とした地域支援の充実が重要である。 

 
Ｆ．今後の計画 

 

保健所・センターの連携を密にし、成人の発

達障害を含め、ひきこもりに関する相互の連絡

会や研修会のより一層の充実を図る。 

 
Ｇ．発表 

１．論文発表 及び ２．学会発表：なし 
 
 

この研究は、滋賀県立精神医療センター倫
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